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自己紹介： 
	
 私は、1985年（昭和 60年）に医学部を卒業
し、15年ほど整形外科医として勤めた後（途中、
４年間は大学院生）、2000年１月にニューヨー
クにありますコロンビア大学のMicheal Sheetz
（マイケル・シーツ）教授の研究室にポスドク

として留学して以来、基礎研究を行っています。

研究テーマは一貫して細胞のメカニカルストレ

ス受容（メカノセンシング）機構であり、2006
年に p130Casというタンパク質を哺乳類細胞では初のメカノセンサー（メカニ
カルストレスを生化学信号に変換する分子）として報告しました（Sawada et al. 
Cell 2006)。その後、2007年にシンガポールに移り、メカノセンシングに関す
る研究を継続しました。これまでの私の研究では、主に細胞や分子を扱ってき

ましたが、最近、メカニカルストレスが、「ストレス（負荷）」という言葉とは

裏腹に、生体恒常性維持、とりわけ抗炎症・抗老化に作用することが分り、マ

ウスを用いた個体レベルの解析も開始しました。	
  
	
 昨年、シンガポールから帰国し、国立障害者リハビリテーションセンター（国

リハ）研究所運動機能系障害研究部に赴任し、科研費などのサポートを受けて

「メカニカルストレスによる恒常性維持」に関する研究を立ち上げつつありま

す。「適度な運動」が何故健康によいか、もっと平易な例では、マッサージを受

けたり、ヨガ、ストレッチをしたりすると、何故気持ちがよくなるか、といっ

たことにつながる研究です。私は、スポーツ（観るよりはする方）が大好きな

ので（スカッシュ、テニス、スキー）、科学的に自己正当化しようとして研究し

ている、という面もあります。  
	
 「メカニカルストレスで健康増進」というテーマに興味を持っていただける

方、一緒に研究してみませんか？障害者の健康増進のみならず、最近話題とな

っているロコモティブシンドローム（ロコモ）やメタボリックシンドローム（メ

タボ）の革新的な治療法開発につながると考えています。 
	
 なお、「メカニカルストレスによる恒常性維持」に関する私の考えは、最近の

総説（例えば実験医学 2015年 6月増刊号、医学のあゆみ 2015年 8月 1日号)
でも紹介していますのでご参照ください。 
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1991年  東京大学大学院医学系研究科博士課程 
1995年  大宮赤十字病院（現 さいたま赤十字病院）整形外科副部長 
1999年  東京大学医学部附属病院整形外科助手 
2000年  コロンビア大学生物学部博士研究員 
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2007年  シンガポール国立大学生物学部准教授（バイオエンジニア
リング学部准教授兼任） 

2009年  シンガポール国立大学メカノバイオロジー研究所准教授
（兼任） 

2014年 10月 国立障害者リハビリテーションセンター研究所運動機能系

障害研究部部長 
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